
川西市大学等進学支援金制度

経済的な理由で大学等への進学を断念することのないよう、進学支援金の給付します。

く対象となる方

次のすべての要件を満たしている方 11h

0 蔵叢教資の修堂業玄援航劇度により第以区公又は第川区公で採用され、入業金が滅魚点れ ts.
@ 高等教育の修学支援新制度の対象となっている大学等に入学された方。
0 業時に保護諸者菜市内に魚所直して友以、学資に乏しい方（大学等の夜間において授業を行
う学部に入学した方については、本人のみが市内に住所を有する場合を含みます。)。

0 大学等が実施する他の滅免等により入学金の全く免除を受けていない友。

高等教育の修学支援新創度への忠請と在学校での入学金滅免手続きが必要です。
制度内容や申請方法等にっきましては、日本学生支援機構もしくは在学校へお問合せください。
米高等教育の修学支援新制度とは、令和2年4月から実施されている制度です。 隠系

圏日本学生支援機構による給付型奨学金制度が拡充され、あわせて授業料・ 線入学金も滅免（免除 or滅免）されます。 ロ
修学支援新制度特設ページ

く対象学校
高等教育の修学支援新制度の対象となっている次の学校種別の学校が対象です。
大学（大学院除く） 短期大学
高等専門学校（第1学年から第 3学年を除く） 専修学校（専門課程に限る）

(00）hS
く申請書類

川西市大学等進学支援金給付申請書0 D

高等教育の修学支援新制度により、入学金が滅免されることを確認できる書類2

高等教育の修学支援新制度により、第 I区分又は第 II区分で採用されていることが確認でき3

る書類（2の書類で確認できる場合は不要）
滅免前の入学金（入学料）の額が確認できる書類0 日

他の減免制度により入学金の一部免除を受けている場合（受ける見込みである場合を含む。）6

は、その内容及び額が確認できる書類 (

、3の書類により、@、Gの内容が確認できる場合は提出不要です。米

入学金（入学料）の額が確認できる書類については、パンフレット等の写しで構いません米

が、大学等が確認できる箇所（表紙等）も併せて提出してください。



く（参考） 給付額・・・令和5年度時点の額となります。
下表の額を上限に、入学金の実負担額を給付します（1人1回限り)。
米実負担額とは、大学等への入学金から川西市から給付する進学支援金以外の滅免制度（高等教
育の修学支援新制度等）の滅免額を控除した額のことをいいます。
リ給付額（上限）

修学支援新制度の
夜間制学校 昼間制

採用区分
第 II区分 194,000円 l47,000 円

大学
第川区分 188,000 円 |94,000 円
第 II区分 56,400円 |28,200 円

短期大学
第川区分 112,800 円 56,400円

国公立
第 II区分 28,200円高等専門学校
第 II区分 56,400円 |
第 I区分 23,300円 11,600 円

専修学校
第川区分 46,600 円 |23,300日円 |
第 II区分 86,600円46,600 円 |

大学
第川区分 173,300 円 |93,300円 |
第 I区分 83,300円 l 56,600 円 |

短期大学
第 Il区分 166,600 円 | 113,300円 |

私立
第 I区分 43,300 円 |

高等専門学校
第 II区分 86,600 円 |
第 I(II区分 53,300円 |46,600円 |53,専修学校 の第 II区分 106,600 円93,300 円 |
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例1：私立大学（昼間制）に入学し、入学金が 25万円の場合（第 II区分）
250,000 円（入学金） ー173,400円（国からの滅免額） =76,600 円（実負担額) - 0

私立大学第 II区分の給付上限額は 86,600円ですが、実負担額（上記0)が 86,600 円以下と
なるため、東からの絵似額は裏魚担額である.76600日となります。

例2：私立大学（昼問制）に入学し、入学金が30万円の場合（第 II区分）
300,000円（入学金） -173,400 円（国からの滅免額） =126,600円（実負担額)・・・0
実負担額（上記O)が私立大学第 II区分の給付上限額である 86,600円以上のため、東点
の絵付額は上限額である。86,600円となります。

く問合せ先8（
O川西市大学等進学支援金制度について
〒 6 6 6 ー8 5 0 1川西市中央町1 2番1号
川西市教育委員会事務局 教育総務課 T E L ：0 7 2 ー7 4 0 ー 1 2 5 6

高等教育の修学支援新制度についてO高
日本学生支援機構 TE L ：0 5 7 0 ー 6 6 6 - 3 0 1


